
（1）

http://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kouminkan/

第 692 号
2017年10月5日
（平成29年）

発　行

国立市公民館
●

〒186-0004
国立市中1-15-1

TEL 042-572-5141
FAX 042-573-0480
休館日：毎週月曜日

（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、問い続け、深く考える権利であり、

第62回　くにたち市民文化祭

今年も市民文化祭の季節がやってきました。市民の日頃の文化活動の
成果がみえる多彩な催しが企画されています。ぜひお越しください。

◆オープニング式典◆
と　き　10月28日（土）朝10時半～
ところ　公民館　１階市民交流ロビー

内　容　○市民文化祭参加グループの活動紹介
○サックスとギターによるミニコンサート
○３団体によるおやつ、飲物の提供と実食
	 くにたち地域ふれあいの会
	 たまぷらねっと“わ”
	 喫茶わいがや	 （協力：公民館利用者連絡会）

１０月２８日（土）
お話会と絵馬作り

大人の方も子どもたちもお話を楽しんだ
後は、来年の干支・戌の絵馬を作ります。
ぜひ、お出かけください。
と　き	 10月28日（土）昼１時～夕４時
	 〈大人向けお話会〉
	 　昼１時～１時50分
	 〈子ども向けお話会〉
	 　昼２時～２時半
ところ	 公民館　３階和室
企　画	 まめっちょ

三世代コーラス

―心遊会ハーモニーハートボイス
＆ママの森幼稚園ママ＆キッズ―

公民館主催講座シルバー学習室卒業生
によるステップなども
交えたコーラスです。
ママの森幼稚園の親子
と三世代で歌います。
と　き	 10月28日（土）昼２時～３時
ところ	 公民館　地下ホール
企　画	 心遊会ハーモニーハートボイス

演劇　「正直なキコリ」

正直なキコリが池の女神様から金と銀
の斧をもらいました。さて、欲張りなキ
コリは……。
女神様とキコリとの

だまし合いが見ものです。
と　き　10月28日（土）
	 昼３時～
ところ　公民館　地下ホール
企　画　赤い風船

文月の会　朗読発表会

活動を通して出会った作品を朗読します。
想像力をかき立てる言葉の世界を、どうぞ
お楽しみください。
朗読作品：『きよばあさまとへび』『花嫁』
	 『三婆』『蜜柑』
	 『「一番乗り」たけいち』
と　き	 10月28日（土）昼２時～夕４時
ところ	 公民館　３階講座室
企　画	 文月の会
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開催期間：１０月２８日（土）～ １２月１０日（日）

市制 ５０ 周年くにたち文化祭

昨年の式典の様子
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あらゆる教育の手だてを得る権利であり、個人的・集団的力量を発達させる権利である。学習権とは想像し、創造する権利であり、自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

１１月１４日（火）～１１月１９日（日） １０月２９日（日）～１１月１日（水）

１１月２１（火）～１２月１０日（日）

１１月４日（土）～１１月１２日（日）

市民自由参加の展覧会です。はじめての方歓迎します（無料・無審査）。
と　き	 11月14日（火）～11月19日（日）朝10時～夕５時（最終日は夕４時）
ところ	 公民館　１階ロビー：写真、地下ホール：絵画、３階講座室/集会室：工芸・書・拓本

出品受付　10月21日（土）～22日（日）朝10時～夕５時　公民館　３階小集会室
作品搬入　11月11日（土）昼３時～夜７時、11月12日（日）昼１時～夕４時　公民館　地下音楽室
文化祭実行委員会による共同企画

美味しい和菓子と一服のお茶で、ひとときを豊かに･･･初心の方もお気軽に、おでかけください。
※当日、茶券（実費）が必要となります。
と　き	 11月23日（木・祝）朝10時～昼３時　　ところ　公民館　３階
文化祭実行委員会による共同企画

第56回　せいか会展 
（草月流いけばな、総合絵画展、ドール博物館）
今年は庭をスペイン風に創作しました。華・絵・人形と

コンサートのコラボの世界へ…ぜひ、いらしてください。
と　き	 11月18日（土）～21日（火）朝10時～夕５時
ところ	 artスペースせいか（国立市北１-11-４）
企　画	 せいか会

曙光　ライブコンサート
中国帰国者によるサックスとギター、歌と舞踊で、

中国と日本の音楽を演奏します。
と　き	 10月29日（日）昼１時～夕４時
ところ	 公民館　地下ホール
企　画	 曙光

芸能フェスティバル・新舞踊と日本舞踊のつどい
見に来て良かった♪と思っていただける舞台です。新舞

踊から始まり、後半は日本舞踊と、華やかな世界をお楽し
みください。
と　き	 10月29日（日）朝10時00分～夕４時15分
ところ	 くにたち市民芸術小ホール
文化祭実行委員会による共同企画

オカリナ演奏会
子どもたちにも楽しんでもらえる

ポピュラーな曲を中心に演奏します。
ぜひ聴いてください。
演奏曲	 里の秋、もみじ、	
	 ふるさと　他
と　き	 11月４日（土）
	 昼２時～２時50分
ところ	 公民館　１階ロビー
企　画	 オカリーナくにたち

都山流　尺八本曲発表会
「尺八を吹こう」尺八は真竹で作ら

れています。竹の音色はどのような音
か……複雑で人の心に響きます。ひと
りで吹いたり、ふたりで合奏したり、
大勢で大合奏したり、さまざま演奏を
します。
と　き	 11月５日（日）昼２時～
ところ	 公民館　１階ロビー
企　画	 都山流尺八和風会

第20回 
日本語学習者によるスピーチの会
日本に住んでいる外国の方々が、日

本での印象を日本語で話します。後半
の交流会にもぜひご参加ください。
と　き	 11月11日（土）
	 昼１時～３時半
ところ	 公民館　地下ホール
企　画	 KUNIFA日本語サポート

フルート　アンサンブル　コンサート
ドヴォルザーク「ユーモレスク」、

「新世界」、シューマン「子どもの情
景」を、フルートの美しい響きでお楽
しみください。
と　き	 11月５日（日）
	 夕４時～４時50分
ところ	 公民館　地下ホール
企　画	 桜音の会

第３8回　北文化祭
絵画・写真・書道・彫刻・手工芸

品などの作品展と、模擬店・バ
ザー・古本市などの楽しい企画が
いっぱいです。
と　き	 11月11日（土）、12日（日）
	 朝９時半～夕５時
ところ	 北福祉館（北２-19-１）
問合先	 緑川
	 ☎080（6679）３948

民　謡
毎月２回、楽しみながら唄っている

仲間です。民謡のお好きな方、ぜひご
一緒に唄って楽しんでみませんか。
と　き	 11月５日（日）
	 昼１時半～３時
ところ	 公民館　地下ホール
企　画	 むらさき会

歌をうたって　こころもからだも元気にしましょう
今年は日本の四季の歌をいろいろ歌います。
一緒にうたいませんか…♪♪
と　き	 11月１日（水）朝10時～11時半
ところ	 公民館　地下ホール
企　画	 花みずき

夢を運ぶ歌声をあなたへ
今年もやります！＠びゅ～んの寸劇オペラ！音楽が好き

な方もそうでない方も、大人も子どもも楽しめるクラシッ
クを乞うご期待♪
と　き	 10月29日（日）昼２時～３時
ところ	 くにたち市民芸術小ホール
企　画	 ＠びゅ～ん

第４5回　くにたち絵画グループ展
油絵・水彩・パステルなど個性を大切に自由に描いてい

ます。皆様ぜひ展示会場へお越しください。
と　き	 11月21日（火）～26日（日）
	 朝10時～夕５時　（初日は昼１時～）
ところ	 公民館　１階ロビー
企　画	 くにたち絵画グループ

焼きたてのマドレーヌとフシギな紙芝居
みんな集まれー！
国立が舞台の童話と紙芝居のはじまり～♪
と　き	 11月25日（土）～11月26日（日）
	 昼12時～夕４時（紙芝居は昼２時～）
ところ	 公民館　実習室
企　画　リトルラック

きものと民族衣装体験
着物は外国の方に、日本人には外国の

民族衣装を体験して楽しんでいただけま
す。家族･友人と仲良く写真撮影も！
※事前申込みと参加費（クリーニング
代）が必要です。
と　き	 11月26日（日）朝11時～昼３時
ところ	 公民館　３階
企　画	 国立国際交流会
申込先　木下☎（575）6２90

第82回　国立市民謡連盟 
秋季大会

郷土色豊かな民謡を伝統芸能として
伝承するよう努めています。日頃の練
習の成果を発表します。
ご来場いただき、ご声援をお願いし

ます。
と　き	 12月10日（日）朝10時～
ところ	 福祉会館
企　画	 国立市民謡連盟

長唄演奏会
唄・三味線・囃子の生演奏をお楽

しみください。末広狩、勧進帳　他。

と　き	 12月10（日）
	 昼12時15分～夕４時
ところ	 中地域防災センター
企　画	 くにたち長唄同好会

ピースリーディング「９人いる！－憲法９条と沖縄」
非戦を選ぶ演劇人の会の台本（宮城康博　作）での朗読

劇を発表したあと、憲法や沖縄について考えます。劇終了
後、SEALDs琉球の元山さんとの交流会も予定。
と　き	 11月25日（土）昼２時～夕４時
ところ	 公民館　地下ホール
企　画	 ピースリーディングくにたち2017

第18回　国際茶会
茶道、台湾茶、香道と香りと味覚を楽しむ文化のコラボ

レーションです。長い文化の歴史をお楽しみください。
※当日、茶券（実費）が必要となります。
と　き	 11月19日（日）朝10時～昼３時
ところ	 福祉会館　３階
企　画	 地域国際交流―まほうのランプ―

かのこ着物がたり　―kanokoの軌跡―
今年は振袖用帯結びを展開。小物の色合わせや海外着物

ショーの楽屋裏も映像で紹介します。
と　き	 11月23日（木・祝）昼２時～３時半
ところ	 公民館　地下ホール
企　画	 着付けサークルかのこ

総合美術展

国立茶道連盟による市民茶会
合同いけ花展

市制施行50周年を迎え、花を通して
豊かなパワーを表現し、出品いたしま
す。
と　き	 11月11日（土）～12日（日）
	 朝10時～夕５時
	 （最終日は夕４時まで）
ところ	 公民館　３階
文化祭実行委員会による共同企画

３世代コラボ　吟詠
物語吟詠「学園都市国立」と私の愛

吟を朗々と琴線にふれるよう詩情を込
めて吟じます。「学園都市国立」が生
まれた成り立ちを尺八と琵琶の音色で
お楽しみください。
と　き	 11月12日（日）
	 昼１時半～３時半
ところ	 公民館　地下ホール
企　画	 国立吟詠連盟

第４7回　国立市書道展
連盟会員と学生の書作品展覧会の２

年目となります。力強い作品を、ぜひ、
ご高覧ください。
と　き	 11月10日（金）～12日（日）
	 朝10時～夕６時
	 （最終日は昼３時まで）
ところ	 公民館　１階ロビー
企　画	 国立市書道連盟
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〈江戸への招待〉	

武士の暮らしと 懐
ふところ

事情 
～比べてビックリ！　江戸の長者番付～

講　師　菅
かん
野
の
　俊輔

	 （早稲田大学エクステンションセンター）

江戸は18世紀（江戸中期）前半に百万都市になりました。
城下町には全国の大名や旗本・御家人の屋敷が並び、50万
人の武士と50万人の町人が住んでいたと言われます。
そんな江戸時代に人々はどの位の収入を得て、どのよう

な生活をしていたのでしょう。第１回は将軍、大名から下
級武士、長屋に住む町人、歌舞伎役者、花魁、豪商まで、
江戸の懐事情を探り、第２回は実際に江戸城を中心に散策
します。

〈菅野さんの著書〉
『江戸の長者番付』（青春出版社）、『江戸太古地図』（宝

島社）等。

第１回　武士の暮らしと懐事情（座学）
と　き	 10月19日（木）昼２時～４時
ところ	 公民館　３階講座室

第２回	 古地図で歩く江戸・東京（フィールドワーク）
と　き	 10月26日（木）昼１時半～３時半ごろ
集合　日本橋　　解散　東京メトロ東西線　竹橋駅
＊小雨決行。ただし荒天の際は、公民館でお話を伺います。
持ち物等　飲み物、筆記用具、歩きやすい服装

定　員	 15名（原則２回続けて参加できる方、申込先着順）
申込先	 10月10日（火）朝9時～
	 公民館☎（572）５１4１

〈Ｃ
シ ネ ボ ッ ク ス
ＩＮＥＶＯＸ　シネマトーク〉	

「雨月物語」	

� 1953年　大映　白黒　96分
監督　溝口健二　原作　上田秋成　撮影　宮川一夫
脚本　川口松太郎、依田義賢　音楽　早坂文雄
出演　京マチ子、森雅之、田中絹代、水戸光子、

小沢栄太郎　ほか

上田秋成の幽玄妖美の
世界を巨匠・溝口健二が
映画化した、日本映画史
上に残る名作。名カメラ
マン宮川一夫が創り出す
まるで水墨画のようなモ
ノクロ映像、京マチ子の
妖しい美しさは圧倒的。
ヴェネチア国際映画祭で
は監督賞に当たる銀獅子
賞を受賞、黒澤明の『羅
生門』（1950年）と並んで日本映画の実力を国際的に示し
た。

〈シネマトーク〉
「京マチ子の魅力」　北里　宇一郎（脚本家）
上映終了後、脚本家の北里宇一郎さんに、女優・京マチ

子の魅力についてお話を伺います。

と　き	 10月15日（日）昼２時～５時（開場昼１時）
ところ	 公民館　地下ホール　定員　85名（当日先着順）
＊ご自由においでください。ただし、定員を超えた場合は
入場を制限させていただきます。

〈図書室のつどい〉	

日本の言葉の由来を愛おしむ 
―語源が伝える日本人の心―

お　話　高橋　こうじ（ライター）

私たちが使っている言葉は、どんなにありふれた単語で
も、かつて誰かが生み出し、多くの人々によって育まれ、
その由来は時を超えて先人たちと私たちの心をつなぐ架け
橋になっています。その由来を知ることによって、感嘆せ
ずにはいられない美しい心に出会える……そんな言葉がた
くさんあると、高橋さんはこの本で紹介しています。
言葉と会話をめぐる人間心理についての研究に力を注い

でいる高橋さんに、本の主な内容や、出版するまでの経緯
等々、お話をお聞きします。

〈高橋さんの著書〉
表題作（東邦出版）の他、『日本の大和言葉を美しく話

す』（東邦出版）、『クイズで楽しむ日本語のふしぎ』（新水
社）等。

と　き	 10月29日（日）昼２時～４時
ところ	 公民館　３階講座室　定員　35名（当日先着順）
＊申し込みは不要です。ご自由にお越しください。

講　師　小森　陽一（東京大学）

夏目漱石の生涯は戦争とともにあったと言えます。生ま
れてすぐに戊辰戦争が始まり、西南戦争、日清戦争、日露
戦争、第一次世界大戦と、２つの国内戦争と３つの世界戦
争を経験しました。
そのような時代を生きた漱石は、戦争をどのように見て、

考え、語ったのか……漱石研究の第一人者である小森さん
にお話を伺います。生誕150年を迎えた今年、今一度、作
品を読み直し、私たちに伝えられたメッセージを考えてみ
ませんか。

〈小森さんの著書・編著〉
『漱石を読みなおす』（ちくま新書）、『夏目漱石、現代を
語る』（角川新書）等。

と　き　10月18日（水）夜７時～９時
ところ　公民館　地下ホール
定　員　50名（申込先着順）
申込先　10月6日（金）　朝9時～
　　　　公民館☎（572）５１4１

〈親子で遊ぼう・考えよう〉	
身近な素材を使った�

親子コミュニケーション遊び
講　師　山本　双葉
	 （NPO法人東京学芸大こども未来研究所）

風船、新聞紙など身近な素材を使って、たくさんのミニ
ゲームを親子で楽しみます。ゲームを楽しみながら、親子
でコミュニケーションを深めていきましょう。

と　き	 11月12日（日）朝10時～12時
ところ	 南市民プラザ　多目的ホール
持ち物	 飲み物、タオル、動きやすい服装
対象・定員　子ども（３歳以上～低学年）と保護者
	 12組（申込先着順）
申込先	 10月10日（火）朝9時から
	 公民館☎（572）５１4１

〈しょうがいしゃ青年教室〉 
陶芸講座作品展

陶芸講座の参加者が作った作品を展示します。作品展終
了後は、公民館１階にある喫茶「わいがや」で使われます。
おいでください。

と　き	 10月14日（土）～10月21日（土）
ところ	 公民館　１階市民交流ロビー
＊陶芸講座は、くにたち郷土文化館で５月から10月まで行
いました。

〈くにたちブッククラブ　世界の軋む音を聞く〉 

小川洋子『博士の愛した数式』（新潮文庫）
講　師	 山岸　郁子（日本大学・日本近代文学）

と　き	 10月12日（木）夜７時半～９時半
ところ	 公民館　３階講座室
申込先	 公民館☎（572）５１4１
＊この講座はあらかじめ作品を読んできて、参加者が読み
を出しあいます。そのあと講師のお話を聞きます。

よ
さ
こ
い
で
汗
を
か
き
ま
せ
ん
か
。

私
た
ち
一
美
会
は
市
民
祭
り
や
近
隣

の
イ
ベ
ン
ト
で
、
よ
さ
こ
い
を
踊
っ
て

い
ま
す
。
中
学
生
か
ら
60
代
の
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
チ
ー
ム
で
す
。
よ
さ
こ
い
に

興
味
の
あ
る
方
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
毎
週
火
曜
・
木
曜
・
土
曜

場
所　
公
民
館
他

連
絡
先　
石
川
（
574
）
５
８
５
９

水
泳
「
と
び
う
お
」
会
員
募
集

初
級
・
中
級
・
上
級
別
に
女
性
コ
ー

チ
が
親
切
に
指
導
。
泳
げ
な
い
人
も
、

て
い
ね
い
に
指
導
し
て
い
ま
す
！

会
員
は
女
性
の
み
。
初
心
者
歓
迎
。

体
験
水
泳
可
（
無
料
）

日
時　
毎
週
火
曜
日
昼
12
時
～
２
時

場
所　
総
合
体
育
館　
室
内
プ
ー
ル

連
絡
先　
小こ

師も
ろ

（
571
）
３
０
７
９

還
暦
軟
式
野
球
の
部
員
募
集

市
内
唯
一
の
還
暦
野
球
チ
ー
ム
で
す
。

健
康
の
維
持
・
増
進
を
図
り
、
楽
し
く

プ
レ
ー
し
た
い
野
球
好
き
を
募
集
中
。

活
動
日
は
火
土
曜
。
ま
ず
は
、
練
習
に

ご
参
加
を
。
国
立
フ
レ
ン
ド
・
シ
ニ
ア

日
時　
毎
週
火
曜
日
午
前
中
（
練
習
）

場
所　
谷
保
第
三
公
園　
野
球
場

連
絡
先　
石
垣
（
573
）
０
８
１
７

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会

日
頃
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
で
い
る
、

皆
様
が
大
勢
集
ま
り
参
加
し
て
、
発
表

会
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
友
達
な
ど
、

誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
を
出
演
者

一
同
、
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　
10
月
６
日

（金）
朝
10
時
半
～

場
所　
市
民
芸
術
小
ホ
ー
ル

連
絡
先　
髙
橋
（
572
）
０
８
０
６

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
初
心
者
教
室　
無
料

軽
く
振
っ
た
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
ボ
ー
ル

が
は
ず
む
。
ゲ
ー
ト
通
過
で
続
け
て
打

て
る
。
運
動
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

主
催　
国
立
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟

日
時　

（日）	

（木）
週
２
回　
10
月
８
日

（日）
～

11
月
５
日

（日）
朝
10
時
～

場
所　
矢
川
上
公
園
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

連
絡
先　
鈴
木
090
（
1102
）
３
６
９
５

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

９
月
12
日
（
火
）
第
11
回
定
例
会
を

開
催
。
委
員
14
名
、
館
長
、
職
員
２
名

が
出
席
。
傍
聴
２
名
。

前
回
議
事
録
確
認

協
議
事
項

第
30
期
答
申
の
公
民
館
活
動
を
ふ
り

か
え
る
会
の
実
施
に
向
け
、
８
月
29

（
火
）
日
に
委
員
有
志
で
実
施
し
た

「
プ
レ
ふ
り
か
え
り
会
」
が
報
告
さ
れ

た
。
会
で
は
認
知
症
映
画
の
取
り
組
み

を
素
材
に
職
員
が
経
緯
・
概
要
を
説
明
。

こ
れ
を
受
け
て
一
部
は
自
由
討
議
、
二

部
は
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
議
論
す

る
構
成
と
し
た
。
一
部
と
二
部
の
切
り

分
け
や
課
題
設
定
の
方
向
付
け
な
ど

様
々
な
反
省
が
あ
っ
た
が
、
大
変
参
考

に
な
っ
た
と
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
全
委
員
が
３
つ
に
分
か
れ

今
後
の
展
開
を
協
議
し
、
各
グ
ル
ー
プ

の
意
見
を
全
体
共
有
し
て
終
了
し
た
。

報
告
事
項

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会

８
月
号　
講
演
要
旨
の
写
真
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
誤
り
や
掲
載
グ
ラ
フ
が
見
づ
ら

い
と
の
指
摘
あ
り
。

９
月
号　
「
母
と
娘
の
む
ず
か
し

さ
」
参
加
者
の
感
想
は
参
考
に
な
っ
て

よ
い
。

○
社
会
教
育
委
員
の
会

８
月
28
日
（
木
）
第
４
回
定
例
会
を

開
催
。
前
回
に
続
き
、
前
期
答
申
の
重

点
施
策
に
関
す
る
他
市
の
先
進
事
例
を

委
員
が
発
表
し
、
意
見
を
交
換
し
た
。

○
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会

９
月
２
日
（
土
）
の
委
員
部
会
研
修

会
は
71
名
参
加
。
来
年
２
月
３
日

（
土
）
開
催
の
研
究
大
会
の
委
員
部
会

の
企
画
概
要
が
報
告
さ
れ
た
。

次
回
定
例
会
は
10
月
10
日
（
火
）
夜

７
時
15
分
か
ら
。
傍
聴
歓
迎
。（
古
旗
）

〈文学と社会〉	

漱石と５つの戦争 
～生誕１５０年　夏目漱石を読み直す～

■南市民プラザへのアクセス

＊ＪＲ南武線矢川駅より徒歩15分
＊立川バス：「国立泉団地」バス停下車1分

矢川駅
至立川

至川崎

多摩川土手

至国立駅
矢川駅

JR南武線

くにたち郷土文化館

国立泉団地

都営泉二丁目
アパート1号棟1階

国立泉団地入口

くにたち南市民プラザ

国道20号

くにたち南
市民プラザ

甲州街道
中央高速道 至新宿



〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
3
1
3
〉

着
付
け
サ
ー
ク
ル
　
か
の
こ

世
界
中
の
人
々
が
興
味
を
示
す
日
本

文
化
の
一
つ
に
着
物
が
あ
る
。
一
度
や

二
度
は
袖
を
通
し
た
事
が
あ
る
方
も
多

い
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
自
分
で
着
ら
れ
た

ら
…
…
自
装
と
い
う
そ
う
だ
。
静
か
に

集
中
し
て
約
30
分
、
皆
さ
ん
見
事
に
着

付
け
ら
れ
た
。
こ
の
日
は
暑
い
盛
り
、

涼
し
げ
な
絽ろ

や
単ひ

と
え衣

の
着
物
に
博
多
帯

な
ど
を
合
わ
せ
た
優
雅
な
姿
に
！　
着

物
は
各
自
で
用
意
す
る
そ
う
だ
。
お
母

様
や
お
ば
あ
様
の
物
、
あ
る
い
は
リ
サ

イ
ク
ル
店
で
見
つ
け
た
手
頃
な
物
と
か
。

こ
こ
で
古こ

が閑
先
生
か
ら
一
言
「
妥
協
せ

ず
に
自
分
の
趣
味
の
物
、
着
た
い
物
を

見
極
め
て
求
め
る
こ
と
」
な
か
な
か
贅

沢
な
こ
と
だ
。

今
は
11
月
の
文
化
祭
に
む
け
て
他
装

の
練
習
中
。
二
人
組
に
な
り
前
後
か
ら

モ
デ
ル
に
振
袖
を
着
付
け
て
い
く
。
こ

の
日
は
長
襦
袢
と
着
物
ま
で
。
自
分
で

着
る
の
と
は
勝
手
が
違
い
大
変
そ
う
だ
。

先
生
の
説
明
の
一
々
を
写
真
に
と
り
真

剣
そ
の
も
の
。
ど
の
よ
う
な
振
袖
姿
が

出
来
上
が
る
の
か
今
か
ら
た
の
し
み
だ
。

こ
の
会
の
も
う
一
つ
の
活
動
は
外
国

の
方
に
着
物
を
知
っ
て
も
ら
う
と
言
う

事
。
ラ
ト
ビ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
、
ト
ル
コ

は
現
地
で
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。
会
場
準
備
な
ど
で
伝
わ
ら
ぬ

事
も
多
々
あ
り
大
変
だ
っ
た
そ
う
だ
が
、

皆
さ
ん
が
喜
ん
で
く
だ
さ
り
盛
り
上
が

る
の
で
や
り
が
い
が
あ
る
と
言
う
。
最

近
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
大
使
館
で
も
行
っ
た

そ
う
だ
。

会
は
二
十
数
年
続
い
て
い
る
。
こ
の

日
集
ま
っ
た
方
々
は
３
、
４
年
か
ら
６
、

７
年
と
い
う
ベ
テ
ラ
ン
に
、
入
っ
た
ば

か
り
の
方
が
２
名
。
月
２
回
１
年
位
で

基
礎
が
し
っ
か
り
と
身
に
つ
く
と
い
う
。

当
日
の
先
生
の
着
物
は
二に

じ
ゅ
う
し
ゃ

重
紗
と

い
う
珍
し
い
物
、
無
地
ぼ
か
し
の
紗
の

下
に
柄
の
紗
を
重
ね
一
枚
仕
立
て
に
し

た
一
品
だ
。
私
も
は
じ
め
て
で
思
い
が

け
ず
良
い
物
を
み
せ
て
い
た
だ
い
た
。

11
月
の
文
化
祭
是
非
見
に
来
て
下
さ
い
。

ラ
ト
ビ
ア
で
の
映
像
も
見
ら
れ
ま
す
。

連
絡
先　
古
閑
090
（
8479
）
３
２
４
１

〈
文
・
写
真　
井
上
惠
子
〉凛とした時間
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（
５
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

中
央
大
学
学
術
講
演
会

『
人
工
知
能
の
仕
組
み
と
は
～
人
工

知
能
は
人
間
を
超
え
ら
れ
る
の
か
～
』

講
師　
飯
尾
淳
（
文
学
部
教
授
）

主
催　
中
央
大
学

共
催　
中
央
大
学
学
員
会
国
立
支
部

日
時　
10
月
15
日

（日）
昼
３
時
～

場
所　
せ
き
や
ビ
ル　
７
階
ホ
ー
ル

連
絡
先　
阿
部
090
（
5190
）
３
６
2
９

サ
ン
メ
イ
ト　
ダ
ン
ス
無
料
講
習
会

講
師
の
左さ

海か
い

先
生
は
、
光
プ
ラ
ザ
を

拠
点
に
常
時
百
名
の
生
徒
を
二
十
年
以

上
導
い
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
実
績
と

指
導
力
は
定
評
で
す
。
常
に
二
人
体
制

で
行
き
届
い
た
ご
指
導
が
頂
け
ま
す
。

日
時　
10
月
16
・
23
日

（月）
昼
１
時
半
～

場
所　
総
合
体
育
館

連
絡
先　
寺
島
（
575
）
７
０
４
６

く
に
た
ち
国
際
友
好
会
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

10
月
の
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
会
は
、
ト
ル
コ
の
歴
史
・
文
化
・

諸
事
情
に
つ
い
て
、
一
橋
大
学
留
学
生

ア
ス
ラ
ン
・
エ
ミ
ン
・
ク
ル
シ
ャ
ッ
ト

さ
ん
に
講
演
し
て
頂
き
ま
す
。

日
時　
10
月
19
日

（木）
夜
６
時
半
～

場
所　
一
橋
大
学　
国
際
交
流
会
館

連
絡
先　
和
田
090
（
3497
）
2
１
１
0

『
ザ
・
思
い
や
り
２
』　
上
映
会

米
軍
に
対
す
る
「
思
い
や
り
予
算
」

の
行
方
は
?!　
シ
リ
ア
ス
だ
が
コ
ミ
カ

ル
に
米
軍
基
地
の
問
題
を
問
う
映
画
で

す
。
監
督　
リ
ラ
ン
・
バ
ー
ク
レ
ー

～
希
望
と
行
動
編
～
資
料
代
800
円

日
時　
10
月
22
日

（日）
夜
６
時
～

場
所　
公
民
館　
講
座
室

連
絡
先　
植
野
090
（
4964
）
1
０
８
0

ラ
グ
ビ
ー
を
体
感
し
よ
う
！
体
験
会

日
本
で
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ま
で
650

日
余
。
国
立
の
地
に
„
ラ
グ
ビ
ー
＂
の
種

を
播
き
ま
す
。
男
子
は
逞
し
く
、
女
子

だ
っ
て
負
け
ず
に
！
世
界
が
君
を
待
っ
て

い
る
。
大
人
も
大
い
に
参
加
募
集
。

日
時　
11
月
３
日
（
金
・
祝
）
朝
10
時

場
所　
三
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
中
庭
（
芝
生
）

連
絡
先　
髙
坂
090
（
8850
）
０
６
５
５

今月の公民館（10月、11月初）

＊印は参加自由、他は事前申込みが必要です。
1２日（木）夜　くにたちブッククラブ

小川洋子『博士の愛した数式』
1４日（土）～＊しょうがいしゃ青年教室

陶芸講座作品展
1５日（日）昼＊C

シ ネ ボ ッ ク ス
INEVOXシネマトーク

『雨月物語』
18日（水）夜　文学と社会

漱石と5つの戦争
1９日（木）昼～江戸への招待

武士の暮らしと懐事情
２９日（日）昼＊図書室のつどい

日本の言葉の由来を愛おしむ
11月1２日（日）朝　親子で遊ぼう・考えよう
身近な素材を使った親子コミュニケーション遊び

公民館　図書室からのお知らせ
これまで本の返却は公民館２階の図書室カウンターで
のみ受けていましたが、10月より公民館正面入口右側に、
緑の返却ポストを設置しました。公民館の閉館時間でも
返却できますが、図書室開室時間中は、図書室カウン
ターでご返却くださるよう、ご協力お願いいたします。
他館借用本、ＣＤ・カセットテープ、大型本、古くて
状態が悪い本などは、従来通り図書室開室中にカウン
ターへ直接ご返却ください。


